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第６回庄原市行政評価委員会 会議録（摘録） 

 

 

１．開催日時  令和４年10月26日（水） 

開 会：13時 30分 

閉 会：14時 35分 

 

２．開催場所  庄原市役所 ５階 第２委員会室 

 

３．出席委員  石川 芳秀  委員（委員長） ・ 清水 孝清  委員（副委員長） 

名越 圭佑  委員      ・ 中間 幸子  委員 

箕越 美紀子 委員      ・ 藤野 明美  委員 

藤元 晃一  委員       

 

４．出席職員 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．傍聴者   新型コロナウイルス感染症予防のため傍聴はなし。 

 

６．会議次第  別紙のとおり 

 

７．会議経過  別紙のとおり 

企画振興部 企画課 デジタル推進係長 俵  啓介 

 農業振興課 農業振興係長 松本 武士 

総務部 行政管理課長  荘川 隆則 

 行政管理課 行政管理係長 奥山 寿春 

 行政管理課 主事 成林 拓矢 
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第６回庄原市行政評価委員会次第 
 

 

令和４年 10 月 26 日（水）13：30 から 

庄原市役所 ５階 第２委員会室 

 

１．開 会 

 

 

２．委員長あいさつ 

 

 

３．評価意見の総括 

 (1) マイナンバーカードの取得と活用促進  資料１  

 

 (2) がんばる農業支援事業補助金      資料２  

 

 

４．今年度の評価について          資料３  

 

 

５．その他 

 

 

６．閉 会 
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会議経過 

１．開会 

 

２．委員長あいさつ 

 

３．評価意見の総括 

 

(1) マイナンバーカードの取得及び活用促進 

総括意見 評価：拡充 

 先般、マイナンバーカードの取得を事実上義務化する方針が政府により示されたが、本市

では、カードの申請率が県内平均を下回っており、カードの取得促進に向けた取組が必要な

状況である。カードと健康保険証の一本化など、今後の社会システムの変化が想定される中、

その流れに市民が対応できるよう、引き続き、カード取得の必要性や利便性を市民へ確実に

周知するとともに、行政手続きの簡素化に向けたシステムの整備等を進めていただきたい。 

 

委員   行政手続きの簡素化に向けたシステム整備について、本市ではどのような整備が

考えられるか。 

 

事務局  令和５年度の運用開始に向けて、子育てや介護に関する 26 種の行政手続きをオン

ラインで可能となるようシステム改修を行っている。具体的には、マイナンバーカ

ードを利用して、マイナポータルから 24 時間いつでも手続きができるように整備す

る。国からは合計で 59 種の行政手続きがオンラインで行えるように整備を進める方

針が示されており、残り 33 種の手続きに関するシステム改修も計画的に進めていく。 

 

委員   今説明のあった内容なども市民へ周知されると、申請しようという思いが増すの

ではないか。 

 

(2) がんばる農業支援事業補助金 

総括意見 評価：拡充 

 昨今の肥料・飼料や燃料価格の高騰は、農業経営者に多大なる影響を及ぼしている。こう

した中、本事業は農業経営者の生産効率の向上と農業所得の増加を支援しており、本市にお

ける農業振興を図る上で重要な事業であると言える。 

 農業従事者の減少や高齢化等の課題に対して、本事業の活用による新たな担い手の確保や、

農地保全、地域活性化などが図れるよう、事業の継続と補助対象の拡大を検討いただきたい。 

 

委員   実際に補助対象の拡大は可能か。 
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事務局  現行の補助金要綱の終期が令和６年度であるため、補助対象の拡大については要

綱の更新のタイミングで検討することとなる。それまでの間に、対象の拡大が可能

かどうか、関係者の意見を頂戴しながら検討することとなる。 

 

委員   事業の告知は年度当初に行っているのか。 

 

事務局  年度末に行政回覧によって行っている。 

 

委員   もう少し啓発があってもよいかもしれない。 

 

委員   荒地への対策は何かあるか。 

 

事務局  担い手がいない農地については、中間管理機構を通じた農地と担い手のマッチン

グによって、農地の利用を促す取組が行われている。そのほか、日本型直接支払交

付金などの交付金を活用して取り組まれている地域もある。 

 

４．今年度の評価について 

―事務局より今年度評価を実施した事業を振り返り説明― 

 

運転免許返納高齢者支援事業 

総括意見 評価：拡充 

高齢ドライバーによる重大な交通事故が大きな社会問題となっている中、高齢化率の高い

本市においては、交通事故防止を図る観点から、本事業は有効な事業である。「なみか・ほろ

か」へのポイント付与を交付項目に追加する等のインセンティブを充実し、自主返納の促進

と受益者満足度の向上に向けた見直しを検討されたい。 

 また、居住地域により、バス・タクシー利用の利便性が異なることから、このような地域

差を考慮した制度への見直しも検討されたい。 

 

高齢者世帯雪下ろし支援事業補助金 

総括意見 評価：現行どおり 

 豪雪地域を抱える本市において、冬期においても高齢者が住み慣れた地域で安心して生活

するために、本事業はなくてはならない事業である。 

 今後、在宅で生活される高齢者が増えることが見込まれることから、自治会や地区を単位

とした互助活動がますます重要になると考える。市におかれては、今後も住民相互の支え合

いが維持されるよう促すとともに、在宅高齢者支援制度の一つとして本事業を継続していた

だきたい。併せて、雪下ろし作業に対する身体的、精神的負担を考慮した対象年齢の引き下

げ等の見直しを検討いただきたい。 
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創業サポート補助金 

総括意見 評価：拡充 

本市において、創業や第二創業は地域活性化に資するものとして大変重要であり、本事業

はそれらの後押しに加え、市外からの移住・定住にもつながる効果を有することから、継続

の必要性がある事業である。 

 今後、対象業種を拡充するとともに、事業効果等のＰＲによって事業の認知度を高め、創

業の機運が高まるよう取り組んでいただきたい。また、審査会を経てから補助金交付までの

期間が長いため、創業者が計画的に利用できるよう受付方法の見直しを検討されたい。 

 

まちなか活性化補助金補助金 

総括意見 評価：拡充 

 本事業は、空き店舗の活用やイベントへの補助によるまちなかの活性化につながる効果的

な事業である。また、近年の物価上昇や燃料費の高騰が事業経営に影響を及ぼす中、創業者

に対する支援制度としても必要性がある事業である。 

 創業サポート補助金、最寄り買い店舗改装支援補助金との制度の一本化や対象業種の拡充

により、事業へのアクセシビリティを向上させるとともに、市内のどの地域においてもイベ

ント等による活性化が図られるよう、線引きのない受け皿を作っていただきたい。 

 

住宅リフォーム支援事業補助金 

総括意見 評価：拡充 

 建てられてから長い年月が経過している住宅の多くは、改築を必要とする状況にあると思

われる。今後、住宅の次世代への継承や、住民の移住・定住を促進していくためには、古い

住宅の改築は避けて通れない問題である。 

 このような中、本事業は毎年多くの申請があることから、市民のニーズにマッチした事業

であり、市内業者の育成と産業振興にも効果があるため、今後も必要な事業と言える。事業

の継続にあたっては、より多くの住民に利用いただけるよう補助限度額の引き上げ等による

市民満足度の向上に向けた取組を検討いただきたい。 

 

比婆いざなみ街道振興協議会負担金 

総括意見 評価：現行どおり 

比婆いざなみ街道に絡めた事業は、沿線地域の活性化を狙いとした観光コンテンツとして

有用であるが、知名度の低さと街道の沿線地域以外に住む市民からの関心の低さが課題であ

る。知名度と市民の関心度を高めるためには、街道の沿線地域のみならず、市内全域の市民

を巻き込む取組が必要である。 

 本負担金については現行通り継続するとともに、比婆いざなみ街道振興協議会の構成員を、

市内全域から選出するなどし、観光誘客に向けた幅広いアイデアが発掘されるよう取り組ん

でいただきたい。 
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事務局  総括意見文中の、「比婆いざなみ街道振興協議会の構成員を、全振興区から選出」

と表現していた箇所について、前回の委員会において、全振興区からの選出は現実

的ではないとのご指摘をいただいたことから、表現を「構成員を、市内全域から選

出」に変更した。 

 

― 全委員承認 ― 

 

空き家の家財道具等処分支援事業 

総括意見 評価：拡充 

 人口減少という大きな課題を抱えた本市において、本補助金事業は移住・定住の支援につ

ながる事業とも考えられることから、事業の有効性が明らかとなった際には補助限度額の増

額等の事業拡充を検討されたい。  

 一方で、空き家の家財道具の処分は本来持ち主が行うべきことであり、処分費に公費を充

てるのであれば、補助金が有効に活用されているか否かの検証が必要である。事業開始から

の３か年間における事業効果を検証し、その結果に応じて事業の拡充・廃止を検討されたい。 

 

５．その他 

 

― 行政管理課長あいさつ ― 

  委員長をはじめ、各委員の皆様におかれましては、公私共にお忙しい中、４か月にわた

り、９事業の評価についてご協力いただき、確かな評価ができました。いただいた評価に

つきましては、来年度の予算編成や事業実施に向けて確実に担当課へ伝えて参ります。 

  今年度の評価いただいた事業につきましては、拡充のご意見を多くいただきましたが、

今後の事業実施の方向性をとりまとめ、後日皆様にお示ししたいと思います。 

  また、行政評価の実施方法についても、選定事業が偏ることなく幅広く評価していただ

けるよう、次年度の実施に向けて改善してまいりたいと思いますので、今後ともご協力の

ほどよろしくお願い申し上げます。 

 

― 委員長あいさつ ― 

  ２年間皆様に支えられて無事に委員長を務めることができました。皆さまご協力ありが

とうございました。 

 

６．閉会 


